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新
市
誕
生

20
周
年

未来を始める

八
代
市
２０
年
の
主
な
歩
み

H
17・8
　
八
代
市
、坂
本
村
、千
丁
町
、

　
　
　
　 

鏡
町
、東
陽
村
、泉
村
が
合
併
、

　
　
　
　 

新「
八
代
市
」誕
生

H
18 

　
　
人
権
尊
重
都
市
宣
言

　
　
　
　 

交
通
安
全
都
市
宣
言

　
　
　
　 

健
康
都
市
宣
言

　
　
　
　 

非
核
平
和
都
市
宣
言
　

H
19
　 

　
八
代
よ
か
と
こ
大
使
に
八
代
亜
紀
さ
ん
、

　
　
　
　 

陣
内
貴
美
子
さ
ん
、松
中
信
彦
さ
ん
を
任
命

H
19・9
　「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
す
く
す
く
」オ
ー
プ
ン

H
20・4
　「
八
代
緑
の
回
廊
線
」全
線
開
通

H
20・8
　
市
の
花
：
桜
、

　
　
　
　 

市
の
木
：
晩
白
柚
、

　
　
　
　 

市
の
鳥
：
か
わ
せ
み
、

　
　
　
　 

市
民
の
花
：
や
つ
し
ろ
草
　
制
定

H
20
　
　 

希
望
の
里「
た
い
よ
う
」落
成

　
　
　
　 

鏡
ケ
池
公
園
開
園

　
　
　
　 

く
ま
川
ワ
イ
ワ
イ
パ
ー
ク
開
園

Ｈ
21・2
　「
不
知
火
及
び
水
島
」が
国
名
勝
に
指
定

　
　
　
　 「
万
葉
の
里
公
園
」開
園

H
21
　
　 「
八
代
よ
か
と
こ
物
産
館
」開
館

　
　
　
　 

松
中
信
彦
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館

H
21・6
　
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

Ｈ
21
　
　 

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー「
ば
ん
ぺ
い
湯
」落
成

　
　
　
　 

日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド「
シ
ー・湯・遊
」落
成

Ｈ
22
　
　 

新
八
代
駅
が
め
さ
ん
公
園
開
園

Ｈ
22
　
　 

八
代
港
重
点
港
湾
選
定

Ｈ
23・3
　「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」が
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

Ｈ
23・3
　
九
州
新
幹
線
新
八
代
―
博
多
間
開
業（
全
線
開
業
）

Ｈ
24
　
　 

住
民
自
治
組
織「
地
域
協
議
会
」発
足

Ｈ
25
　
　 

八
代
港
に
-14
m
岸
壁

　
　
　
　 （
5・5
万
t
級
船
舶
対
応
）完
成

Ｈ
26・3
　「
八
代
城
跡
群 

古
麓
城
跡
麦
島
城
跡 

八
代
城
跡
」が
国
史
跡
に
指
定

Ｈ
26・6
　「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
わ
く
わ
く
」オ
ー
プ
ン

H
27・3
　「
走
リ
水
ノ
瀧
」が
国
名
勝
に
指
定

H
28・4
　「
平
成
２８
年（
２
０
１
６
年
）熊
本
地
震
」発
生

H
28・12
　「
八
代
妙
見
祭
の
神
幸
行
事
」が 
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

H
30・4
　
台
湾
基
隆
市
と
友
好
交
流
協
定
締
結
　

H
30・10
　
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　 「
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
」供
用
開
始

R
2・3
　「
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
や
つ
し
ろ
」完
成

R
2・6
　「
八
代
を
創
造（
た
が
や
）し
た
石
工
た
ち
の
軌
跡

　
　
　
　 

〜
石
工
の
郷
に
息
づ
く
石
造
り
の
レ
ガ
シ
ー
〜
」が

　
　
　
　 

日
本
遺
産
に
認
定

R
2・7
　「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」発
生

R
2・11
　
八
代
よ
か
と
こ
大
使
に
ゴ
リ
け
ん
さ
ん
を
任
命

R
3・3
　
道
の
駅「
東
陽
」開
駅

R
3・7
　「
八
代
市
民
俗
伝
統
芸
能
伝
承
館 

お
祭
り
で
ん
で
ん
館
」開
館

R
4・2
　「
八
代
市
役
所
本
庁
舎
」落
成

R
4・5
　
S
D
Gs
未
来
都
市
選
定

R
5・9
　「
く
ま
モ
ン
ポ
ー
ト
八
代
」完
成
記
念
式
典

R
6・2
　
合
併
後
初
の
八
代
市
名
誉
市
民
の
称
号
を

　
　
　
　 

八
代
亜
紀
さ
ん
に
贈
呈

R
6・3
　「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
」オ
ー
プ
ン

R
6・4
　
道
の
駅「
秘
境
の
郷
い
ず
み
」開
駅

R
6・6
　
Ｅ
Ｓ
Ｒ
株
式
会
社
及
び
熊
本
県
と「
県
南
地
域
の

　
　
　
　 

発
展
に
向
け
た
や
つ
し
ろ
物
流
拠
点
構
想
の
推
進

　
　
　
　 

に
関
す
る
覚
書
」締
結

R
6・9
　
台
湾
新
竹
市
と
友
好
交
流
協
定
締
結

R
6・10
　
熊
本
県
と「
県
営
工
業
団
地
の
整
備
推
進
に

　
　
　
　 

向
け
た
覚
書
」締
結

R
6・11
　「
ち
く
ワ
ン
」を
市
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
認
定

R
7・8
　
新
市
制
施
行
２０
周
年

2005

~2025

平成１７年８月１日に八代市、坂本村、千丁町、鏡町、東陽村、泉村の
1市２町３村が合併したことにより誕生した
新「八代市」は、今年で２０周年を迎えます。

魅力を興す

九州新幹線全線開業

八代よかとこ物産館アウトドアステーションやつしろ

くまモンポート八代

お祭りでんでん館

日奈久温泉センター「ばんぺい湯」

エコエイトやつしろ

道の駅 秘境の郷いずみ開駅式 道の駅東陽 登録証伝達及び開駅式 市役所本庁舎
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3
8
9
年
の
歴
史
あ
る

妙
見
祭
に
誇
り
を
も
っ
て

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い

八
代
妙
見
祭
保
存
振
興
会

　
　  
会
長
　
宮
﨑
浩
二 

さ
ん

　
東
陽
村
時
代
か
ら
、石
づ
く
り

の
文
化
を
伝
承
す
る
た
め
、そ
の

拠
点
と
な
る「
石
匠
館
」を
中
心

に
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。市
町
村
合
併
を
経

て
、旧
東
陽
村
だ
け
で
な
く
八
代

市
全
体
の
石
づ
く
り
文
化
が
、令

和
2
年
に
日
本
遺
産
と
し
て
認
定

さ
れ
た
こ
と
は
、地
域
の
財
産
と

石
工
た
ち
の
技
術
が
つ
い
に
全
国

的
に
認
め
て
も
ら
え
た
と
、誇
ら

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、東
陽
中
学
校
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、将
来
的
に
は
一

般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
も
育

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
石
匠
館
を
交
流
の
拠
点
と

し
て「
石
工
の
郷
」の
魅
力
を
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ

「
石
工
の
郷
」

東
陽
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　 

会
長
　
橋
永 

高
徳 

さ
ん

国指定名勝「不知火及び水島」

国指定史跡「八代城跡群
古麓城跡 麦島城跡 八代城跡」

日本遺産「八代を創造（たがや）した石工たちの軌跡
　　　 ～石工の郷に息づく石造りのレガシー～」

ユネスコ無形文化遺産
「八代妙見祭の神幸行事」

伝統をつなぐ

　
八
代
市
は
、保
育
料
無
償
化
や

今
年
3
月
の「
八
代
市
こ
ど
も
計

画
」策
定
な
ど
“
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス

ト
”
の
取
り
組
み
に
は
、と
て
も
力

を
入
れ
て
い
る
と
実
感
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
上
で
も
子

育
て
環
境
の
充
実
は
と
て
も
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
も
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
と

地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
に
関
わ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。こ
ど
も
た
ち

に
は
、た
く
さ
ん
遊
ん
だ
八
代
の
地
、

素
敵
な
大
人
に
な
り
た
い
と
思
え
る

人
と
の
出
会
い
、人
を「
信
じ
る
　

楽
し
む
　
味
わ
う
」体
験
を
た
く
さ

ん
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

の
体
験
が「
八
代
の
こ
こ
が
い
い
！
」

と
い
う
思
い
に
つ
な
が
り
、「
子
育
て

す
る
な
ら
八
代
」そ
う
い
う
人
が
増

え
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
や
つ
し
ろ

社
会
福
祉
法
人
　
文
政
福
祉
会

  

文
政
保
育
園
　
副
園
長
　

　  

八
代
市
鏡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　 

宇
佐
美
　
純
代
さ
ん

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦・こ
ど
も・子
育
て

世
帯
の
相
談
窓
口
、専
門

ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト

妊
婦
支
援
給
付
金

妊
婦
1
人
あ
た
り

　
　
　
　　5
万
円

こ
ど
も
1
人
あ
た
り

　
　
　
　　5
万
円

出
産
祝
い
金

第
1
子
か
ら
の

　
　
　現
金
給
付

こ
ど
も
医
療
費

　
　
　全
額
助
成

保
育
料

　
　完
全
無
償
化

八代で育てる

　
平
成
６
年
に
現
組
織
の
前
身
で

あ
る「
八
代
妙
見
祭
実
行
委
員
会
」

を
設
立
し
、御
夜
の
開
催
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。現
在
の
保
存
振
興

会
に
な
っ
て
か
ら
は
、江
戸
時
代
の

妙
見
祭
が
描
か
れ
た
絵
巻
な
ど
の

史
料
に
基
づ
い
た
神
幸
行
列
を
再

現
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り
、

最
終
的
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
妙
見
祭
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
、次
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
つ
な
ぎ
、妙
見
祭
を「
市
民
の
宝
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
子
ど
も
た
ち
が
未
来
の
担

い
手
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
祭

り
を
支
え
て
く
れ
た
ら
幸
い

で
す
。50
年
100
年
そ
れ
以

上
に
続
く
祭
り
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
って
い
ま
す
。
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過
疎
と
少
子
高
齢
化
の
宿

命
的
課
題
を
抱
え
る
中
で
、先

の
大
災
害
を
教
訓
に
毎
年
7

月
4
日
を「
さ
か
も
と
安
心
・

安
全
の
日
」と
定
め
、七
夕
飾

り
や
慰
霊
の
献
花
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
地
域
お
こ
し
か
ら
地

域
の
こ
し
へ
」を
合
言
葉
に
復

旧
か
ら
復
興
を
目
指
し
て「
み

ん
な
で
取
り
戻
す
生
き
生
き

笑
顔
の
さ
か
も
と
」に
つ
な
げ

る
こ
と
を
願
っ
て
、心
を
一つ
に

し
て
歩
を
進
め
ま
す
。

み
ん
な
で
取
り
戻
す  

生
き
生
き
笑
顔
の
さ
か
も
と

坂
本
住
民
自
治
協
議
会

　
　 

会
長
　
蓑
田 

陽
一 

さ
ん

　
八
代
地
域
の
最
大
の
特
徴
は
九

州
の
交
通
の
結
節
点
に
あ
り
な
が

ら
、国
際
貿
易
港「
八
代
港
」を
有

す
る
こ
と
で
あ
り
、常
に
世
界
と

つ
な
が
る「
海
」「
港
湾
」を
基
軸

に
発
展
し
続
け
て
き
ま
し
た
。近

年
、T
S
M
C
進
出
で
注
目
を
集

め
る
県
北
で
す
が
、半
導
体
製
造

に
必
須
で
あ
る
高
圧
ガ
ス
や
関
連

す
る
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
の
大
半
は
県

南
の
八
代
港
が
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
で

す
。地
域
の
発
展
と
共
に
こ
れ
か

ら
の「
八
代
港
」の
役
割
は
益
々

重
要
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
港
な
く
し
て
八
代
の
発
展
は
な

い
！
」こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
永
遠
の

テ
ー
マ
で
す
。

世
界
と
つ
な
が
る
八
代
港
の
さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
に

八
代
港
港
湾
振
興
協
会

　
　 

会
長
　
松
木 

喜
一 

さ
ん

　
J
A
や
つ
し
ろ
も
広
域
合
併

し
て
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
J
A
の
取
り
組
み
は「
農
業

者
の
所
得
の
増
大
」「
農
業
生

産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」

を
目
指
す
と
こ
ろ
で
、こ
れ
か
ら

も
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
を

八
代
か
ら
全
国
へ
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、「
食
と
農
」を
通
じ
て
八

代
市
の
発
展
、組
合
員
や
地
域

住
民
の
願
い
や
期
待
を
実
現
で

き
る
よ
う
J
A
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

八
代
市
と
共
に
繁
栄
す
る
J
A
を
目
指
し
て

八
代
地
域
農
業
協
同
組
合

　
　 

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　
　
　 

山
住 

昭
二 

さ
ん

　
八
代
市
商
工
会
は
、「
行
き

ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま

す
」を
合
言
葉
に
、地
域
事
業

者
と
と
も
に
歩
み
、様
々
な
挑

戦
を
支
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
変
化
の
時
代
に
対
応

し
、地
域
事
業
者
へ
の
経
営
支

援
・
販
路
拡
大
・
人
材
育
成
・
事

業
承
継
な
ど
多
面
的
な
支
援

を
通
じ
て
、事
業
者
の
声
に
寄

り
添
い
、持
続
可
能
な
地
域
経

済
の
実
現
に
向
け
、地
域
の
未

来
を
と
も
に
切
り
拓
い
て
ま
い

り
ま
す
。

八
代
の
未
来
を
築
く
支
援
の
力

八
代
市
商
工
会
　

　
　 

会
長
　
野
村 

浩
一 
さ
ん

ともに 未  来 へ 歩む

八代港利活用

坂本町創造的復興未来へ繋げる！八代の農林水産業

八代・天草シーラインの実現
※写真はイメージです

新八代駅周辺整備

新市誕生２０周年記念式典
◎日時　８月１日㈮ 10:00～12:00
　　　　（9：30～オープニングアトラクション）
◎場所　桜十字ホールやつしろ 市民ホール

一般参加者は直接会場へ来場ください。

　新市誕生２０周年を記念し、これまで市政発展
に貢献、尽力された方を顕彰するとともに、将来
に向かいさらなる飛躍と発展につながる契機と
するため、20周年記念式典を行います。

　
2
0
2
1
年
2
月
、
「
八

代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン
建
設

促
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

同
年
６
月
に
熊
本
県
の
「
新

広
域
道
路
交
通
計
画
」
に
構

想
路
線
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
1
9
8
9
年
か

ら
た
く
さ
ん
の
皆
様
と
運
動

を
始
め
て
32
年
、
実
現
へ
向

け
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
夢
か
ら
現
実
へ
、
今

ま
で
以
上
の
地
域
の
皆
様
の

お
力
で
実
現
へ
向
け
て
走
り

ま
す
。
八
代
天
草
8
.
8
㎞
、

車
で
10
分
！

実
現
へ
向
け
て
地
域
の
力
を
結
集
し
ま
し
ょ
う
！

八
代
・
天
草
シ
ー
ラ
イ
ン

　
建
設
促
進
民
間
協
力
期
成
会

　
　 

会
長
　
吉
住 

一
郎 

さ
ん

　
八
代
商
工
会
議
所
は
、昨
年

6
月
か
ら
人
吉
・
水
俣
商
工
会

議
所
と
連
携
し
、「
県
南
経
済
連

携
協
議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、く
ま
も
と
県
南
フ

ー
ド
バ
レ
ー
構
想
の
推
進
や
、ク

ル
ー
ズ
船
を
活
用
し
た
広
域
観

光
の
振
興
な
ど
、県
南
地
域
の
経

済
発
展
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。私

た
ち
は
、誰
一
人
取
り
残
す
こ

と
の
な
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
、

今
後
も
産
業
基
盤
の
強
化
と
雇

用
創
出
に
力
を
注
ぎ
、働
き
や

す
く
、住
み
よ
い
八
代
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

県
南
経
済
の
発
展
と
地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
！

八
代
商
工
会
議
所

　
　 

会
頭
　
竹
永 

淳
一 

さ
ん

・
・
・

・
・
・
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